
編　集　後　記

「必要は発明の母である」との言葉を引き合いに出すまでもなく，自動車技術は社会・環境的要請や様々な企業

間競争の結果として進歩してきました。加えて近年は，お客様の多様化した嗜好に合った商品を競争力のある形で

開発する必要性が増しています。魅力ある商品としては，これらのニーズに合わせるとともに，お客様の共感を得

られる形で，作り手のメッセージを色濃く反映させる必要があると感じています。

マツダでは1999年にコーポレートビジョンを策定し，ニーズの源をお客様に置くとともに‘Zoom-Zoom’な商品

を提供するブランド戦略を鮮明に打ち出しました。そして，アテンザ，デミオ，RX-8に続く次世代商品群の第4弾と

して，次世代スポーツコンパクト「アクセラ」を「新しい価値の創造」のメッセージを込めて世に送り出しました。

今回のマツダ技報第22号では，MDI（MAZDA Digital Innovation）における実験革新のキー技術として，次世代商

品群の開発に威力を発揮している「Virtual Testing」と，その技術を駆使しマツダのDNAを体現した「アクセラ」を

特集として取り上げました。特集では，マツダにとって一番の財産とも言えるエキスパート技術者自らが，そのノ

ウハウを織り込むことで実現した，実戦的かつ高精度なシミュレーション及びラボ化技術に加え，「アクセラ」に織

り込まれた様々な先進技術を紹介しています。

この技報を通して読者の皆様に，マツダの技術への積極的な取り組みと，技術者の「飽くなき挑戦」にかける魂

の片鱗を感じていただくことができれば，編集に携わった者としてこの上ない喜びになります。
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